
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

朝学習や自主学習ノートなどで基礎的学力の向
上や調べ学習などに取り組む。

児童の肯定的回答９０パーセ
ント以上

学校教育アン
ケート ２学期末 B

該当項目で肯定的回答が
87％であった。

B
苦手意識を持たないように
個別の配慮が必要。

検定テストで，習熟をはかる。 検定テストの正答率９０パーセント以上 検定テスト 年度末
1月30日時点で，実施してい
ない。

物事を最後までやりきる成就感，達成感が得ら
れるようにし，自己有用感を高める。

自己有用感にかかわる項目
で，肯定評価　平均９０％以
上

学校教育アン
ケート 年度末 A

自己有用感に関わる項目で、肯定評価が平均９０％
以上である。引き続き、子どもたちが自己有用感を感
じることができるように教育活動を行っていきたい。

A
家庭と集団生活の両方で
培っていくものだと感じる。

学級会活動，異学年交流を充実させ，自他の良
さを認め合うことができるようにする。

学級会活動，異学年交流を通
して，自他のよさを認めるこ
とができている

実践報告 毎学期 A A
学級会活動、みんな遊び、お楽しみ会、縦割り活動などを、１年

間行ってきた。自他の良さを認め合うことができているという項目

では、肯定評価が９０％以上である。引き続き、これらの活動を

行っていきたい。

A
成長において大切なことなの
で、引き続き力を入れてほし
い。

毎学期いじめアンケートを実施し，気になる児童に教
育相談を行い対応する。

「先生は悩みや相談をていねい
に聞いてくれる」肯定評価８０％
以上

学校教育アン
ケート 毎学期 A A

「先生は悩みや相談をていねいに聞いてくれる」での
肯定評価は，全体で９０％を上回った。引き続き，子ど
もの心に寄り添い，傾聴していきたい。

A
否定評価の１０％に目を向
けてほしい

体育の授業に加え，学校全体の取組である体育
行事や，外遊びなどを通して，運動への意欲を
高める。

「運動」にかかわる項目で，
肯定評価９０％以上

学校教育アン
ケート 年度末 A

「運動」にかかわる項目では全体で９０％以上を達成した。しか

し，学年によっては「体を動かすことは楽しい」の項目で９０％，８

０％を下回る学年もあったため，より児童が運動に親しむことでき

るような取り組みを考えたり，環境を整えたりする必要がある。
A

苦手な生徒も多いが、「楽しく」
運動ができるよう検討してほし
い。

食育を充実させ，児童が自らの健康について考
える力を育成する

 「食」にかかわる項目で肯
定評価９０％以上

学校教育アン
ケート 年度末 B

肯定評価は全体の８８％であった。学年によってばらつきもあり，

（４年，６年は８０％を下回っている。）来年度も引き続き，好き嫌

いなく食べることができるような取り組みを考え，実践する必要が

ある。

B
好き嫌いは克服しづらいが、全
員に食べる楽しさを感じてもら
いたい。

地
域
協
働

信
頼
さ
れ
る
学

校
学校行事や日々の学級の様子について，
情報を発信する。

●学園便り，学年便り，学級通信，学校ホームページ
を活用し，子どもの様子や学校情報を積極的に発信
する。

「学園便り，学年便り，学級通
信，学校ホームページは学園の
様子がよくわかる」肯定評価８
０％以上

学校教育アン
ケート 年度末 A

保護者アンケート「学校ホームページは…」では96％
の肯定回答を得た。また「学園便り，学年通信，学級
通信等は…」では94％の肯定回答を得た。引き続き，
保護者，地域の方に学園内での様子がよく分かるよう
に情報発信に努めたい。

A
文章や写真でしっかり発信して
いただけた。保護者にとって
tetoruの活用はありがたい。

学校関係者評価者から(年度末)
学力だけでなく、心の成長もしっかりとサポートが必要だと感じる。９年間を通じて誰もがそういっ
た種類のアンケートにおいて、肯定的評価のできる学校をめざしてもらいたい。

A

体
力
向
上

運動に親しむ環境を整え，体力を向
上させる

４つの情報活用能力（問いを見つけ
る力・情報を集める力・集めた情報
を整理分析する力・情報をまとめ，
表現する力）を，授業を通して育成
し，主体的に学びに向かう力を育成

する。 学校教育アン
ケート

2学期までのアンケートは実施済みであ
る。各学級の実態に応じて，教育相談も実
施している。

休み時間は，サッカーを楽しむ児童や，遊
具や鉄棒遊びを楽しむ児童が見られる。
授業においても，指導計画に沿った授業を
することができている。

学園便り，学年便り，学級通
信，学校ホームページに加え
て，「tetoru」も活用し緊急連絡
や学校情報を積極的に配信し
ている。

A

実習、発表スタイルの授業
だったこともあるかもしれま
せんが、楽しみながら、積極
的に児童が取り組む姿が見
られました。

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

夏季研修で実践を共
有した。

アンケート項目「夢や目
標はありますか」で肯定
的回答が８０％以上で，
主体的に学ぼうとする姿
勢がうかがえる。

「給食モリモリ週間」の実施によ
り，全体的によく食べている様
子が見られる。

授業や行事などの取り組みを通して，まちが
いをおそれず，主体的に学びに向かう力を育

成する。

各クラス給食当番、係活動、トイレのスリッ
パを揃えるなどの活動を通じて、自分が他
人の役に立てているという自己有用感を
感じることができている。

基
礎
的
学
力

小学校６年間の各学年で，「数と計
算」領域の検定テストを行い，四則
計算の力を高める。

心
の
教
育
の
充
実

A

児童の肯定的回答８０パーセン
ト以上

確かな学びの現状
全体的に学習に向かう姿勢は良いが，全国学力テストの質問紙項目「将来の夢や目標はありますか。」の項目においては，過去
数年間連続，全国平均を下回っている。このデータをさつき野学園の課題としてとらえ，今後さつき野学園の児童生徒に必要な
力は何かを職員で議論し，まちがいをおそれず主体的に学びに向かっていく力と，基礎的な学力の２つがあがった。そこで，今年
度の研修テーマを「まちがいをおそれず，主体的に学び，９年間で自分の夢を見つけることができる児童生徒の育成」とした。取り
組みは大きく３つで，授業研究を通した情報活用能力の育成と，自主学習ノートや朝の時間を活用した基礎的学力の向上，そし
てこれら２つを支えるカリキュラムマネジメントの取り組みである。

豊かな心・健やかな体の現状
数年前から行っている食育への取組や，体育行事として小中合同の大運動会，マラソン大会を行っている。
大運動会は全学年合同で行い，中学生が中心となり大運動会の準備や運営を行う。体力の向上を目指しながら様々な学
年と交流することで，人間関係の広がりやつながりを通して，上級生は下級生を思いやる気持ち，下級生は上級生に憧れ
を抱くなど，心の育みにもつながっている。
また，小中での交流授業を行い，様々な学年と交流しながら学ぶ機会を設けている。異学年との交流をする中で，多様な
価値観に触れることができている。小中一貫校の特徴を活かし，児童の豊かな心，健やかな体が育まれるよう，活動の工
夫をしている。

校長より(年度末)
【確かな学び】４つの情報活用能力「問いを持つ力」・「情報を集める力」・「集めた情報を整理・分析する力」・「情報をまとめ・表現する力」の育成に力を注い
だ。四則計算の力を小学校６年間で培い、中学校の３年間でその力の定着を図る算数・数学科の系統性についても小中一貫教育の中で取り組むことができ
た。
【豊かな心・健やかな体】小中一貫校の強みを活かした「たてわり活動」や学校種別を超えた教員による子どもたちへの「寄り添い」を継続的に実施することが
できた。
【地域活動】学校ホームページ、tetoruの配信を通じて、日々の子どもたちの活動の様子や情報をタイムリーに伝えることができた。

評価方法
判断基準

（評価のものさし）

「夢」となると，長期的でス
ケールが大きくなるので，今
後は短期的な目標を意識さ
せ，成功体験を積み重ねた

い。

時期を年度末に検証
することに変更する。

A

大
項
目

A

学びの発表では、生徒たち
がチームで協力してまとめ、
非常に良い成長の機会だと
思う。

中学校区におけるめざす子ども像
「確かな学び」他者の意見を聴き自分の考えを広げたり深めたりすることができる子ども。
「豊かな心」9年間を通して正しい人権意識を持って行動し，自他の良さを認め合うことができる子ども。
「健やかな体」心身の健康をはぐくみ，自他の生命を大切にできる子ども。

堺市立さつき野小学校

確
か
な
学
び

 令和５年度　重点目標
『子どもたちが自分の良さや可能性に気づき，多様な他者と協同しながら，社会の変化に柔軟に対応できるよう，保護者・地域・学校が一体となり総合的な学力を育成する』

進捗確認
（～12月）

中
項
目

教師の肯定的回答８０パーセン
ト以上

今後は，児童自身が情報活
用能力の獲得を自覚できる
ように指導を充実させていき

たい。

４つの情報活用能力につい
てのアンケート項目すべて
で肯定的回答８０％以上
で，教師が意識していたこと
がうかがえる。

校長　中曽　一彦

学校教育アン
ケート ２学期末

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

自己評価

４つの情報活用能力を，授業を通して児童生徒
に育成する。

学校関係者評価

達成状況(年度末)

小中連携し，9年間を通して人権意識
を高め，豊かな感性，思いやりの心を
育てる

授
業
改
善

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

具体目標 評価時期

２学期末

A

各クラスで学級会活動を行い、みんな遊び
やお楽しみ会についての話し合いなどを
行っている。また、たてわり活動などの異
学年交流を行っている。


